
　わが国は台風、地震などの自然災害が多く発生しており、被災者の健康維持は喫緊の課題です。
　また、2020年初めから世界中で猛威を振るう新型コロナウイルス感染症(COVID-19)も、現時点
では感染拡大を収束させる決定的な治療法が確立されておらず、人類が直面する重大な医学的
脅威です。もし両者が重なれば甚大な被害をもたらすことには疑う余地がありません。
　そこで、複合災害に対する防災を進め、災害に強い街づくりを進める必要があります。
　本シンポジウムでは、今後に発生が予想される複合災害に直面する地域住民・市民団体等を対象に、

① 大学研究者から学術研究機関で行っている本課題の克服に資する研究活動
② 診療の最前線に立つ医療者から災害と感染症の課題と対策
③ 地方自治体の首長等から自治体の防災の取り組み
についてわかりやすく情報提供するとともに、シンポジウムに参加する一般参加者と各セクター間
の相互理解の促進と、現場で起きている課題の共有を図ります。

災害治療学シンポジウムin千葉
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参加対象者 どなたでも参加いただけます。
なお、午前の部は若干、専門的・学術的な内容となっています。

お問合せ TEL.043-226-2501（千葉大学亥鼻地区事務部総務課総務第一係）

■主催：千葉大学
■共催：一般社団法人国立大学協会
■後援：千葉市、いすみ市、千葉感染症・災害疾患研究教育ネットワーク　
■協力：山梨大学

一般の方も

ご参加頂けます。

一緒にこれからの防災を

考えましょう！会場：千葉大学  ゐのはな記念講堂
（千葉県千葉市中央区亥鼻1-8-1）

9:30～16:052020. 2410
土

（受付開始 ［午前の部］ 9:00～  ［午後の部］ 13:00～）

その他 本イベントは新型コロナウイルス感染症の感染拡大等による政府や千葉大学等の方針を踏まえ、
中止となる場合があります。中止の場合は千葉大学ホームページでお知らせします。
新型コロナウイルス感染症対策のためマスクをご持参ください。

参加申込み 下記のURLより事前登録のうえ、参加申込みをお願いいたします。
https://www.m.chiba-u.ac.jp/registration2020/　［10月21日（水）締切］

本イベントの様子は後日動画でも配信いたします。
動画でのご視聴はこちらから
https://www.m.chiba-u.ac.jp/
viewingregistration2020/
11月24日（火）より配信予定

会場案内図
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開会の辞　千葉大学　徳久剛史 学長

千葉大学の防災への取り組み
災害治療学研究所の設立に向けて
　 千葉大学大学院医学研究院　分子病態解析学　田中知明 教授
　 千葉大学大学院医学研究院　代謝生理学　三木隆司 教授

防災に果たすアカデミアの役割

 山梨大学における新型コロナドライブスルー検査体制の構築と運用　救急医の役割とは
　 山梨大学医学部附属病院救急部　森口武史 部長

 ウイルス学研究から見たコロナ禍への対応と今後
　 千葉大学真菌医学研究センター感染応答プロジェクト　米山光俊 教授

　 ～コーヒーブレイク（20分）～

 千葉災害医療、台風災害の現状と問題点、そしてこれから　
　 千葉大学大学院医学研究院　救急集中治療医学　中田孝明 教授

 災害時における二次的健康被害防止と体制整備
　 千葉大学大学院看護学研究科災害看護学教育研究分野 　宮﨑美砂子 教授

 人工知能時代の新たな災害治療の展開
　千葉大学大学院医学研究院附属治療学人工知能(AI)研究センター　川上英良 センター長

 災害医療とまちづくり
　 千葉大学大学院園芸学研究科ランドスケープ学　秋田典子 准教授
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台風被害とコロナ禍の現状と未来への提言午前の部プログラム

総合司会：三木隆司

開会の辞　千葉大学大学院医学研究院　中山俊憲 研究院長

防災についての市民へのメッセージ
 昨今の災害を受けた千葉市の対応について
　 千葉県千葉市　熊谷俊人 市長

 コロナから人と地域を守るため、検査室設置を決断
　 千葉県いすみ市　太田洋 市長

 大学病院における災害への対応
　 千葉大学医学部附属病院　横手幸太郎 病院長

 市民とともに防災を考える（事例紹介と検討）

　 ～コーヒーブレイク（15分）～

千葉の救急・災害医療　～新型コロナ禍と台風災害を経験して～
　 千葉大学大学院医学研究院　救急集中治療医学　中田孝明 教授

台風・大雨・津波…身の回りのカビが脅威に変わる時
　 千葉大学真菌医学研究センター　真菌症研究部門臨床感染症分野　亀井克彦 教授

閉会の辞　千葉大学医学部附属病院　横手幸太郎 病院長

13：30-13：35

13：35-14：25

14：25-14：40

14：40-15：20

15：20-16：00

16：00-16：05
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台風被害とコロナ禍。日頃の備えといざというときのために午後の部プログラム

総合司会：田中知明

災害治療学シンポジウムin千葉
台風被害とコロナ禍の複合災害に備える防災の最前線
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